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詞林　第54号　2013年10月

一　

は
じ
め
に

藤
本
（
二
〇
〇
八
）
で
は
、
中
古
語
の
ソ
系
列
を
中
心
に
、
文
脈
指

示
用
法
と
直
示
用
法
の
関
係
に
つ
い
て
、
文
脈
指
示
の
用
法
か
ら
「
そ

こ
」
の
よ
う
な
場
所
指
示
の
形
式
を
通
し
て
、
ソ
系
列
の
直
示
の
用
法

が
獲
得
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
上
代
の
例
は
、

そ
の
二
つ
の
用
法
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
1
）　
ａ
．に
ほ
鳥
の
葛
飾
早
稲
を
贄
す
と
も
そ
の
か
な
し
き
を﹇
曾

能
可
奈
之
伎
乎
﹈
外
に
立
て
め
や
も
（（
に
ほ
鳥
の
）
葛
飾
早
稲

の
稲
を
神
に
供
え
る
時
で
あ
っ
て
も
、
あ
の
い
と
し
い
人
を
家
の

外
に
立
た
せ
な
ど
す
る
も
の
か
。）（
萬
葉
集
、
巻
第
一
四
、

3386
）

　
　
　
ｂ
．
か
く
ば
か
り
恋
ひ
む
も
の
そ
と
知
ら
ま
せ
ば
そ
の
夜
は

ゆ
た
に
﹇
其
夜
者
由
多
尓
﹈
あ
ら
ま
し
も
の
を
（
こ
ん
な
に
も

恋
し
く
な
る
と
知
っ
て
い
た
ら
、
あ
の
夜
は
も
っ
と
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
し
た
も
の
を
。）（
萬
葉
集
、
巻
第
一
二
、

2867
）

（
1
）
は
先
行
文
脈
に
指
示
対
象
が
な
く
、
ま
た
、
今
目
に
見
え
る
対

象
を
指
示
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
た
め
、
文
脈
指
示
の
用
法
、
直
示

用
法
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。堀
口（
一

九
七
九
）
は
、
こ
の
よ
う
な
例
の
う
ち
、
例
え
ば
（
1a
）
に
つ
い
て
「
自

分
の
観
念
に
浮
か
ん
だ
愛
人
を
、平
静
に
お
だ
や
か
に
指
示
す
る
も
の
」

と
し
て
説
明
し
、
こ
の
用
法
を
観
念
指
示
用
法
と
名
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
金
水
・
岡
﨑
・
曺
（
二
〇
〇
二
）
で
は
、「
直
示
で
も
照
応
で
も
な

く
、
か
つ
固
定
的
な
指
示
対
象
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
（
略
）
眼
前
に
は

な
い
が
話
し
手
が
よ
く
知
っ
て
い
る
対
象
を
先
行
詞
無
し
に
指
し
示
す

と
い
う
も
の
で
、
あ
え
て
現
代
語
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、「
あ
の
」「
あ

れ
」
等
の
ア
系
列
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
」
と
し
て
説
明
さ
れ
、

記
憶
指
示
用
法
と
も
呼
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
金
水
・
岡
﨑
・

曺
（
二
〇
〇
二
）
で
は
、
こ
の
よ
う
な
用
法
が
上
代
に
は
多
数
確
認
で

き
る
も
の
の
、
中
古
以
降
、
ソ
系
列
か
ら
次
第
に
失
わ
れ
て
い
く
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

１
）。

本
稿
で
は
、（
1
）
に
挙
げ
た
例
の
よ
う
に
、
指
示
対
象
が
眼
前
に

知
覚
で
き
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
先
行
文
脈
に
も
存
し
な
い
場
合
の
指

示
詞
の
用
法
を
ひ
と
ま
ず
観
念
指
示
の
用
法
と
し
て
お
く
。
た
だ
し
上

代
に
は
、
現
代
語
の
慣
用
表
現
（
2
）
に
残
さ
れ
て
い
る
（
3
）
の
よ

古
代
語
の
ソ
系
列

―
―
観
念
指
示
の
検
討
を
中
心
に
―
―

　
　
　
　
　
　

藤
本　

真
理
子
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う
な
例
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
固
定
的
な
指
示
対
象
を
持

た
ず
、
曖
昧
な
対
象
を
指
示
す
る
も
の
と
し
て
、
今
回
の
考
察
で
は
除

い
て
考
え
る
。

（
2
）　
ａ
．
そ
こ
〳
〵
の
値
段
、
し
か
じ
か
の
事
、
そ
こ
は
か
と
な

く
、
ど
こ
そ
こ
、
ど
れ
そ
れ
等
（
岡
﨑
二
〇
〇
二
：
七
八
（
12
））

　
　
　

ｂ
．（
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
人
に
）
そ
の
節
は
お
世
話
に
な
り

ま
し
た（

２
）。

（
3
） 

明
け
ゆ
く
空
は
、
い
と
い
た
う
か
す
み
て
、
山
の
鳥
ど
も
、

そ
こ
は
か
と
な
う
囀
り
あ
ひ
た
り
。（
源
氏
物
語
、
若
紫
、
①

219
頁
）

そ
の
た
め
、
観
念
指
示
用
法
は
次
の
よ
う
に
捉
え
て
お
く
。

（
4
） 

観
念
指
示
用
法
：

今
、
直
接
知
覚
で
き
ず
、
先
行
詞
に
も
な
い
、
か
つ
固
定
的

な
対
象
を
指
し
示
す
用
法
。

本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
の
観
念
指
示

用
法
の
あ
り
方
で
あ
る
。
上
代
に
お
い
て
、
先
行
研
究
で
も
認
め
ら
れ

て
き
た
ソ
系
列
の
観
念
指
示
用
法
の
例
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で

あ
る
か
、
ま
た
中
古
ま
で
に
、
こ
の
用
法
は
失
わ
れ
て
い
く
と
さ
れ
る

が
、
そ
も
そ
も
こ
の
用
法
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。

古
典
語
は
内
省
が
き
か
な
い
た
め
、
次
節
で
ま
ず
、
あ
る
程
度
の
枠

組
み
を
、
現
代
語
の
指
示
詞
に
お
い
て
観
念
指
示
用
法
を
も
つ
と
さ
れ

る
ア
系
列
を
通
し
て
検
討
し
、
三
節
、
四
節
で
は
上
代
、
中
古
の
ソ
系

列
観
念
指
示
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
、
五
節
で
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

を
述
べ
る
。

二　

現
代
語
の
観
念
指
示
用
法

現
代
日
本
語
で
は
、
ア
系
列
の
指
示
詞
に
、
観
念
指
示
用
法
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
現
代
語
の
ソ
系
列
と
ア
系
列
の
違
い
は
、
こ
れ
ま
で
の
先

行
研
究
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
5
） 

ア
系
列
は
言
語
的
先
行
詞
が
必
要
で
は
な
い
の
に
対
し
、
ソ

系
列
は
直
示
の
場
合
を
除
き
、
原
則
的
に
言
語
的
先
行
詞
を

必
要
と
す
る
。

こ
の
こ
と
を
確
か
め
る
に
は
、
次
の
（
6
）
〜
（
8
）
の
よ
う
な
例

が
適
当
で
あ
る（

３
）。

（
6
） 

（
状
況
：
一
人
の
刑
事
が
犯
人
を
追
っ
て
、
あ
る
ア
パ
ー
ド
の
部
屋

の
前
に
来
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
一
気
に
踏
み
込
む
が
、
そ
こ

に
は
犯
人
は
見
当
た
ら
ず
、単
に
男
達
が
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
て
い
る
。

刑
事
は
、
こ
の
男
達
が
犯
人
を
か
く
ま
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と

思
っ
て
叫
ぶ
。）

　
　
　

刑
事
：
あ
い
つ
／
＃
そ
い
つ

は
ど
こ
だ
!?

（
7
） 

（
状
況
：
昨
日
、
陽
子
は
正
男
に
手
作
り
の
ケ
ー
キ
を
あ
げ
た
。
陽

子
は
、
正
男
の
反
応
が
気
に
な
る
の
で
、
電
話
を
か
け
て
、
開
口

一
番
に
聞
く
。）

　
　
　

陽
子
：
ね
え
ね
え
、
あ
れ
／
＃
そ
れ
、
食
べ
た
？

（
8
） 
（
状
況
：
昨
日
面
会
に
来
た
学
生
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
教
授
が

秘
書
に
内
線
電
話
を
か
け
尋
ね
る
。）
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教
授
：
昨
日
来
た
あ
の
／
＃
そ
の
学
生
、名
前　

何
だ
っ

た
？

（
6
）
〜
（
8
）
に
挙
げ
た
例
文
で
は
、
ソ
系
列
は
必
ず
し
も
非
文

で
は
な
い
。
状
況
を
変
え
て
先
行
詞
を
示
す
と
、
例
え
ば

（7）
で
あ
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
適
切
な
文
と
な
る
。

（
7'
） 

正
男
：
こ
の
前
、
高
校
生
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
ら
っ

ち
ゃ
っ
た
よ
。

　
　
　
（
陽
子
は
、
そ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
見
て
い
な
い
。）

　
　
　

陽
子
：
ね
え
ね
え
、
そ
れ
／
＃
あ
れ

食
べ
た
？

（
5
）
に
示
し
た
整
理
と
上
記
の
例
か
ら
、
言
語
的
先
行
詞
の
有
無

が
ソ
系
列
と
ア
系
列
の
違
い
で
あ
り
、
文
脈
指
示
用
法
と
観
念
指
示
用

法
の
認
定
に
結
び
つ
く
こ
と
が
分
か
る
。
ア
系
列
の
指
示
対
象
は
現
場

に
も
な
く
、
先
行
文
脈
に
よ
っ
て
も
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん

先
行
文
脈
に
指
示
対
象
を
表
す
も
の
が
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
ア
系
列
の

場
合
、
そ
れ
が
必
須
で
は
な
い
。
一
方
、
現
代
語
の
ソ
系
列
の
文
脈
照

応
用
法
に
お
い
て
は
、
先
行
詞
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

で
は
、
上
代
の
ソ
系
列
は
、
観
念
指
示
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
た
の
か
。

三　

上
代  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
・
一　

ソ
系
列

上
代
に
は
、（
9
）
の
よ
う
な
遠
称
の
指
示
詞
カ
（
ア
）
系
列
の
例

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
調
査
対
象
の
資
料
が
韻

文
と
い
う
資
料
の
制
約
も
あ
る
た
め
、
上
代
に
お
い
て
遠
称
の
指
示
詞

が
未
発
達
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
9
）　
ａ
．
か
の
児
ろ
と
﹇
可
能
古
呂
等
﹈
寝
ず
や
な
り
な
む
は
だ

す
す
き
宇
良
野
の
山
に
月
片
寄
る
も
（
萬
葉
集
、
巻
第
一
四
、

3565
）

　
　
　

ｂ
．
沖
辺
よ
り
満
ち
来
る
潮
の
い
や
増
し
に
我
が
思
ふ
君
が

み
船
か
も
か
れ
﹇
弥
不
根
可
母
加
礼
﹈（
萬
葉
集
、
巻
第
一
八
、

4045
）

資
料
的
制
約
は
あ
り
な
が
ら
、
ソ
系
列
は
一
定
の
量
確
認
で
き
る
。

（
10
） 

か
く
ば
か
り
恋
ひ
む
も
の
そ
と
知
ら
ま
せ
ば
そ
の
夜
は
ゆ
た

に
﹇
其
夜
者
由
多
尓
﹈
あ
ら
ま
し
も
の
を
（
萬
葉
集
、
巻
第
一
二
、

2867
、（
1b
）
再
掲
、
訳
省
略
）

ソ
系
列
は
、（
10
）
の
よ
う
な
現
代
語
で
の
ア
系
列
に
あ
た
る
よ
う

な
例
に
加
え
、
現
代
語
と
同
じ
く
、（
11
）
の
よ
う
な
文
脈
指
示
用
法

を
中
心
的
用
法
に
も
つ
。 

（
11a
）
は
先
行
詞
、（
11b
）
は
先
行
文
脈
か

ら
の
推
論
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
対
象
と
照
応
関
係
に
あ
る
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
11
）　
ａ
．
し
き
た
へ
の
枕
は
人
に
言
問
ふ
や
そ
の
枕
に
は
﹇
其
枕
﹈

苔
生
し
に
た
り
（
萬
葉
集
、
巻
第
一
一
、

2516
）

　
　
　

ｂ
．
ほ
と
と
ぎ
す
こ
よ
鳴
き
渡
れ
灯
火
を
月
夜
に
な
そ
へ
そ

の
影
も
見
む
﹇
曾
能
可
気
母
見
牟
﹈（
萬
葉
集
、
巻
第
一
八
、

4054
）

（
12
）　
ａ
．
周
防
に
あ
る
磐
国
山
を
越
え
む
日
は
手
向
け
よ
く
せ
よ

荒
し
そ
の
道
﹇
荒
其
道
﹈（
萬
葉
集
、
巻
第
四
、
567
）
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ｂ
．
雁
が
ね
は
使
ひ
に
来
む
と
騒
く
ら
む
秋
風
寒
み
そ
の
川

の
上
に
﹇
曾
乃
可
波
能
倍
尓
﹈（
萬
葉
集
、
巻
第
一
七
、

3953
）

ま
た
、
先
の 

（
3
）
で
見
た
よ
う
な
固
定
的
な
指
示
対
象
を
持
た
ず
、

指
示
対
象
が
曖
昧
な
例
も
確
認
で
き
る
。

（
13
）　
ａ
．
…
…
印
南
つ
ま　

辛
荷
の
島
の　

島
の
間
ゆ　

我
家
を

見
れ
ば　

青
山
の　

そ
こ
と
も
見
え
ず
﹇
曾
許
十
方
不
レ
見
﹈

白
雲
も　

千
重
に
な
り
来
ぬ
…
…
（
萬
葉
集
、
巻
第
六
、
942
）

　
　
　

ｂ
．
逢
は
む
日
を
そ
の
日
と
知
ら
ず
﹇
其
日
等
之
良
受
﹈
常

闇
に
い
づ
れ
の
日
ま
で
我
恋
ひ
居
ら
む
（
萬
葉
集
、
巻
第
一
五
、

3742
）

三
・
二　

指
示
対
象
と
の
結
び
つ
き

本
節
で
は
、
上
代
の
ソ
系
列
が
ど
の
よ
う
な
指
示
を
行
っ
て
い
た
か

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
ソ
系
列
と
指
示
対

象
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
示
す
。
こ
の
調
査
で
は
、

ソ
ノ
Ｎ
Ｐ
の
Ｎ
Ｐ
に
く
る
対
象
を
い
く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て

整
理
し
て
い
る
。
表
１
は
ソ
系
列
、
表
２
は
コ
系
列
の
結
果
で
あ
る
。

表１　萬葉集におけるソノＮＰ
人間（人・児など） 13

身体（顔・声・姿など） 5
名 5

時間 日 7
夜（夕） 7
間 1

場所 山 9
川 7
道・宿など 5
位置関係 2

もの 物 7
色 1
自然（花・月など） 10

天気（雨・雪） 3

表２　萬葉集におけるコノＮＰ
人間（人・児など） 3

身体（魂・心・言） 3
時間 日・時・年など 12

夜（夕） 16
ころ 43

場所 山（野・柴など） 27
川（津など） 17
道・戸など 12

もの 物 6
自然 12

天気（雨・雪など） 3

※表１は萬葉集全巻、表２は萬葉集１～３巻の結果である。
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「この」上位語
一人称
代名詞

あたし・私 18
おれ 39
僕 9

人間 人 22
こ（子・娘） 13

時間 この頃 20
時 12
夜（よ、よる） 15

場所 まち 106
河 5
海 9
場所 9
店 7
部屋 19
道 17
空 5
国 6
世 62

身体 胸 113
指 12
手 61
身 19
頬 4
命 8
目 6
腕 16

感情 心 13
気持ち 13
幸せ 11
想い 10
愛 35
恋 22

状況 このまま 171

「その」上位語
時間 とき（時、瞬間） 42

あと 11
たび 5
その後 18
前 17
日 48

場所 場 9
中 8

感情 愛 6
その気 31

表情 笑顔 6
微笑 8
涙 5

身体 手 32
胸 19
瞳 15
め（目、瞳） 11
腕 7
顔 6
姿 5
指 5

名 名 11
状況 そのまま 41

「あの」上位語
人間 こ（子、女、娘） 219

ひと（女、女性、人） 215
時間 日 173

頃 116
時 47
夏 32
夜（よる、よ） 30

その他 星 14
歌 9

「あのうたこのうた3333」より（金水（二〇〇五）の調査による）
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表
１
、
表
２
に
対
し
、
参
考
と
し
て
現
代
語
の
様
相
を
「
あ
の
歌
こ
の

歌3333
」
に
よ
り
示
し
た
。
両
者
は
、
用
法
の
別
に
関
係
な
く
「
〜
ノ

Ｎ
Ｐ
」
の
形
を
と
る
も
の
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。
見
比
べ
て
み
る

と
、
上
代
語
の
ソ
系
列
に
お
い
て
は
、
人
間
に
関
す
る
語
句
を
Ｎ
Ｐ
に

と
る
例
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
夜
」
と
い
う
語
に
つ
い
て

も
上
代
語
の
ソ
系
列
で
は
あ
る
程
度
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
は
積
極
的
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
い
ず
れ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
大
き
く
偏
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

四　

中
古  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
・
一　

ソ
ノ
Ｎ
Ｐ

中
古
語
の
ソ
ノ
Ｎ
Ｐ
、
カ
ノ
Ｎ
Ｐ
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
清
田
（
二

〇
〇
八
）の
地
の
文
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、ソ
系
列
は
時
間
表
現
に
、

カ
系
列
は
有
情
物
に
多
い
と
い
う
結
果
を
見
せ
て
お
り
、ソ
系
列
は「
概

念
的
・
抽
象
的
な
対
象
」、
カ
系
列
は
「
実
態
的
・
物
理
的
な
対
象
」

を
指
向
し
て
い
る
様
子
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

三
・
二
節
表
１
で
示
し
た
上
代
の
様
相
と
比
較
す
る
と
、
全
体
数
が

異
な
る
た
め
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
上
代
の
ソ
ノ
Ｎ
Ｐ
に
は
（
14
）

の
よ
う
に
「
有
情
物
」
に
続
く
例
も
一
定
数
見
ら
れ
、
必
ず
し
も
中
古

の
よ
う
に
時
間
表
現
が
多
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
14
）　
ａ
．
胸
別
の　

広
き
我
妹　

腰
細
の　

す
が
る
娘
子
の　

そ

の
姿
の
﹇
其
姿
之
﹈　

き
ら
き
ら
し
き
に　

花
の
如　

笑
み
て

立
て
れ
ば　

玉
桙
の　

道
行
く
人
は　

己
が
行
く　

道
は
行

か
ず
て　

呼
ば
な
く
に　

門
に
至
り
ぬ
（
萬
葉
集
、
巻
第
九
、

1738
）

　
　
　

ｂ
．
和
射
美
の
峰
行
き
過
ぎ
て
降
る
雪
の
厭
ひ
も
な
し
と
申

せ
そ
の
児
に
﹇
白
其
児
尓
﹈（
萬
葉
集
、
巻
第
一
〇
、

2348
）

　
　
　
ｃ
．
思
ふ
ら
む
そ
の
人
な
れ
や
﹇
其
人
有
哉
﹈
ぬ
ば
た
ま
の

夜
ご
と
に
君
が
夢
に
し
見
ゆ
る
（
萬
葉
集
、
巻
第
一
一
、

2569
）

　
　
　

ｄ
．に
ほ
鳥
の
葛
飾
早
稲
を
贄
す
と
も
そ
の
か
な
し
き
を﹇
曾

能
可
奈
之
伎
乎
﹈
外
に
立
て
め
や
も
（
萬
葉
集
、
巻
第
一
四
、

3386
、（
1a
）
再
掲
、
訳
省
略
）

　
　
　
ｅ
．
多
胡
の
嶺
に
寄
せ
綱
延
へ
て
寄
す
れ
ど
も
あ
に
く
や
し

づ
し
そ
の
顔
良
き
に
﹇
曾
能
可
抱
与
吉
尓
﹈（
萬
葉
集
、
巻
第
一
四
、

3411
）

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
例
は
、
Ｎ
Ｐ
が
「
有
情
物
」
で
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
一
概
に
現
代
語
の
観
念
指
示
に
あ
た
る
も
の
と
は
言
え
ず
、
文
脈

指
示
か
観
念
指
示
か
ど
ち
ら
と
も
判
定
で
き
な
い
も
の
も
多
い
。

四
・
二　

ソ
系
列
は
非
依
存
的
と
い
え
る
か

さ
て
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
の
指
示
詞
の
体
系
変
化
に
つ
い
て
、

金
水
・
岡
﨑
・
曺
（
二
〇
〇
二
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）
上
代

可
視
的

不
可
視
的

非
依
存
的

コ
、
カ

ソ

依
存
的

―

ソ
、
シ
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（
16
）
平
安
時
代

可
視
的

不
可
視
的

非
依
存
的

コ
、
カ
、
ア
（
ソ
）

カ
、
ア
（
ソ
）

依
存
的

―

ソ

本
稿
で
い
う
と
こ
ろ
の
観
念
指
示
用
法
は
、
指
示
対
象
が

不
可
視

的
・
非
依
存
的
な
も
の
に
あ
た
り
、文
脈
指
示
用
法
は
、
不
可
視
的
・

依
存
的

に
あ
た
る
。

金
水
・
岡
﨑
・
曺
（
二
〇
〇
二
）
で
は
、
次
の
よ
う
な
例
か
ら
、
上

代
語
の
ソ
系
列
に
先
行
詞
を
持
た
な
い
、（
4
）
で
述
べ
た
観
念
指
示

用
法
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）　
ａ
．に
ほ
鳥
の
葛
飾
早
稲
を
贄
す
と
も
そ
の
か
な
し
き
を﹇
曾

能
可
奈
之
伎
乎
﹈
外
に
立
て
め
や
も
（（
に
ほ
鳥
の
）
葛
飾
早
稲

の
稲
を
神
に
供
え
る
時
で
あ
っ
て
も
、
あ
の
い
と
し
い
人
を
家
の

外
に
立
た
せ
な
ど
す
る
も
の
か
。）（
萬
葉
集
、
巻
第
一
四
、

3386
、

（
1a
）
再
掲
）

　
　
　

ｂ
．
か
く
ば
か
り
恋
ひ
む
も
の
そ
と
知
ら
ま
せ
ば
そ
の
夜
は

ゆ
た
に
﹇
其
夜
者
由
多
尓
﹈
あ
ら
ま
し
も
の
を
（
こ
ん
な
に
も

恋
し
く
な
る
と
知
っ
て
い
た
ら
、
あ
の
夜
は
も
っ
と
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
し
た
も
の
を
。）（
萬
葉
集
、
巻
第
一
二
、

2867
、（
1b
）
再
掲
）

現
代
語
で
ア
系
列
の
指
示
詞
が
先
行
文
脈
の
有
無
に
左
右
さ
れ
な
い

こ
と
を
鑑
み
る
と
、
上
代
の
ソ
系
列
に
お
い
て
も
、
こ
の
（
17
）
の
例

や
（
18
）、（
19
）
は
、
文
脈
指
示
、
観
念
指
示
と
ど
ち
ら
の
用
法
で
あ

る
か
判
断
の
つ
か
な
い
例
と
言
え
る
。

（
18
）　
ａ
．
名
児
の
海
を
朝
漕
ぎ
来
れ
ば
海
中
に
鹿
子
そ
鳴
く
な
る

あ
は
れ
そ
の
水
手
﹇

怜
其
水
手
﹈（
萬
葉
集
、
巻
第
七
、

1417
）

　
　
　

ｂ
．
ほ
と
と
ぎ
す
な
か
る
国
に
も
行
き
て
し
か
そ
の
鳴
く
声

﹇
其
鳴
音
乎
﹈
を
聞
け
ば
苦
し
も
（
萬
葉
集
、
巻
第
八
、

1467
）

　
　
　
ｃ
．秋
山
を
ゆ
め
人
か
く
な
忘
れ
に
し
そ
の
も
み
ち
葉
の﹇
其

黄
葉
乃
﹈
思
ほ
ゆ
ら
く
に
（
萬
葉
集
、
巻
第
一
〇
、

2184
）

（
19
）　
ａ
．
富
士
の
嶺
に
降
り
置
き
し
雪
は
六
月
の
十
五
日
に
消
ぬ

れ
ば
そ
の
夜
降
り
け
り
﹇
其
夜
布
里
家
利
﹈（
萬
葉
集
、
巻
第
三
、

320
）

　
　
　

ｂ
．
ぬ
ば
た
ま
の
そ
の
夜
の
梅
を
﹇
其
夜
乃
梅
乎
﹈
た
忘
れ

て
折
ら
ず
来
に
け
り
思
ひ
し
も
の
を
（
萬
葉
集
、
巻
第
三
、

392
）

な
ぜ
な
ら
、
文
脈
指
示
で
指
示
す
る
と
考
え
ら
れ
る
先
行
詞
と
い
う

も
の
は
広
く
、（
11
）の
よ
う
に「
し
き
た
へ
の
枕
―
―
そ
の
枕
」と
い
っ

た
明
示
的
先
行
詞
も
あ
れ
ば
、（
12
）
の
よ
う
に
必
ず
し
も
先
行
詞
が

明
示
的
で
は
な
く
、
先
行
文
脈
か
ら
の
推
論
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る

も
の
も
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
20
） 

小
麦
粉
と
卵
と
牛
乳
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
か
き
ま
ぜ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
注
ぎ
ま
す
。

 （
20
）は
非
明
示
的
な
先
行
詞
を
指
示
し
て
い
る
。こ
の
例
で
は
、「
小

麦
粉
と
卵
と
牛
乳
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
か
き
ま
ぜ
た
、
も
の
」
が
指
示

対
象
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
使
用
さ
れ
た
状
況
の
推
論
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は
非
常
に
幅
が
あ
る
も
の
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
も
踏
ま
え
る
と
、
非

依
存
的
な
ソ
系
列
、
す
な
わ
ち
上
代
の
観
念
指
示
と
見
る
こ
と
の
で
き

る
ソ
系
列
の
例
は
、
文
脈
を
指
す
用
法
と
区
別
す
る
の
が
難
し
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

四
・
三　

ソ
系
列
の
い
わ
ゆ
る
観
念
指
示
用
法

次
に
、
中
古
の
例
か
ら
も
ソ
系
列
の
観
念
指
示
の
用
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
お
く
。（
21
）
は
中
古
に
お
け
る
、
ソ
系
列
の
観
念
指
示
用
法

と
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

（
21
）　
ａ
．〔
源
氏
・
心
内
〕
か
う
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
も
て
ひ
が
め
て
、

恐
ろ
し
げ
な
る
気
色
を
見
す
れ
ど
、
な
か
な
か
し
る
く
見
つ

け
た
ま
ひ
て
、
我
と
知
り
て
こ
と
さ
ら
に
す
る
な
り
け
り
と

を
こ
に
な
り
ぬ
。
そ
の
人
な
め
り
と
見
た
ま
ふ
に
、
い
と
を

か
し
け
れ
ば
、
…
…
（
源
氏
、
紅
葉
賀
、
①
343
頁
）

　
　
　

ｂ
．（
扇
を
取
り
交
わ
し
た
相
手
を
探
し
て
歌
を
詠
む
）「
心
い
る

方
な
ら
ま
せ
ば
ゆ
み
は
り
の
つ
き
な
き
空
に
迷
は
ま
し
や

は
」
と
い
ふ
声
、
た
だ
そ
れ
な
り
。
い
と
う
れ
し
き
も
の
か

ら
。（
源
氏
、
花
宴
、
①
366
頁
）

こ
れ
ら
の
例
の
他
に
、（
22
）
の
よ
う
な
「
そ
の
か
み
」「
そ
の
昔
」

と
い
っ
た
定
形
化
し
た
表
現
で
非
依
存
的
と
見
え
る
例
が
存
す
る
。

（
22
） 

〔
左
馬
頭
〕「﹇
そ
れ
ま
で
に
自
分
の
女
で
、
異
常
な
ほ
ど
嫉
妬
深
い

と
い
う
癖
を
も
っ
た
女
が
い
た
話
を
延
々
し
て
い
る
。﹈
そ
の
か

み
思
ひ
は
べ
り
し
や
う
、
か
う
あ
な
が
ち
に
従
ひ
怖
ぢ
た
る

人
な
め
り
、
…
…
」（
源
氏
、
帚
木
、
①
72
頁
）

こ
れ
ら
も
先
行
文
脈
か
ら
の
推
論
に
よ
る
指
示
と
捉
え
る
こ
と
も
可

能
な
例
で
あ
る
。「
様
々
な
文
脈
が
述
べ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ

る
人
物
と
い
え
ば
…
…
あ
の
人
だ
！
」
と
い
っ
た
よ
う
な
文
に
お
い
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。同
時
期
に
お
け
る（
23
）の
よ
う
な
カ（
ア
）

系
列
の
観
念
指
示
用
法
と
は
、
こ
の
時
点
で
既
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に

も
見
ら
れ
る
。

（
23
）　
ａ
．﹇
か
ぐ
や
姫
か
ら
蓬
莱
の
玉
を
手
に
入
れ
る
よ
う
命
を
受
け

た
後
﹈
皇
子
の
の
た
ま
は
く
、「
命
を
捨
て
て
か
の
玉
の
枝

持
ち
て
来
た
る
と
て
、
か
ぐ
や
姫
に
見
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま

へ
」
と
い
へ
ば
、
…
…
（
竹
取
物
語
、
29
頁
）

　
　
　

ｂ
．（
よ
く
知
り
も
し
な
い
女
を
寂
れ
た
場
所
に
連
れ
て
い
っ
て
、

死
な
せ
て
し
ま
っ
た
後
）「
か
の
尼
君
な
ど
の
聞
か
む
に
、
お

ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
言
ふ
な
。」（
源
氏
、
夕
顔
、
①
168
頁
）

（
23b
）
で
は
、
直
前
の
文
脈
に
お
い
て
、「
尼
君
」
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
ソ
系
列
の
よ
う
な
広
い
意
味
で
の
先
行
文
脈
か
ら
の
推

論
と
は
言
え
な
い
例
で
あ
る
。
ま
た
Ｎ
Ｐ
に
く
る
対
象
も
ソ
系
列
の
よ

う
に
定
形
化
し
て
お
ら
ず
、
中
古
の
カ
（
ア
）
系
列
の
指
示
は
広
い
範

囲
で
の
使
用
を
見
せ
て
い
る
。

五
 
ま
と
め

本
稿
で
は
、
ソ
系
列
の
上
代
・
中
古
で
の
観
念
指
示
と
呼
ば
れ
る
用

法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
例
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
検
討
し
、
中
古
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で
の
カ
（
ア
）
系
列
の
指
示
と
の
違
い
を
指
摘
し
た
。

最
後
に
、
ソ
系
列
全
体
の
指
示
の
中
で
こ
れ
ら
観
念
指
示
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
見
て
お
く
。
ソ
系
列
の

指
示
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
古
代
語
を
中
心
に
考
察
し

た
藤
本
（
二
〇
一
三
）
で
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

（
24
）　

ソ
系
列
の
指
示

先
行
す
る
言
語
表
現
の
記
述
的
意
味
が

Ⅰ
．
あ
る
場
合
―
引
き
継
い
で
指
示

Ⅱ
．
な
い
場
合
―
空
欄
の
ま
ま

Ⅰ
の
場
合
、
文
脈
照
応
用
法
と
な
る
。
Ⅱ
の
場
合
は
、「
そ
の
日
の

気
分
」
の
よ
う
な
指
示
対
象
の
固
定
し
な
い
曖
昧
指
示
と
な
る
。
こ
こ

に
加
え
て
聞
き
手
領
域
指
示
は
、
上
代
、
現
場
に
お
け
る
対
象
と
の
結

び
つ
き
が
一
切
な
か
っ
た
ソ
系
列
が
、
聞
き
手
と
い
う
存
在
と
結
び
つ

く
よ
う
に
な
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
観
念
指
示
と

見
ら
れ
た
用
法
は
、
Ⅰ
、
Ⅱ
に
ま
た
が
る
も
の
と
も
言
え
る
。

古
代
語
の
指
示
に
お
い
て
は
、
今
、
直
接
知
覚
で
き
る
か
否
か
が
優

先
的
に
作
用
し
た
。
し
か
し
、
中
古
に
入
っ
て
現
れ
た
ア
系
列
は
、
話

し
手
か
ら
遠
い
（
近
く
な
い
）
も
の
を
指
示
せ
よ
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
働
き
、
そ
の
対
象
が
物
理
的
か
心
理
的
か
ま
た
は
時
間
的
か
、
す
な

わ
ち
直
接
知
覚
で
き
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
心
理
的
に
遠
い
、
時
間
的
に
遠
い
対
象
に
関
し
て
は
直
接
知
覚
で

き
な
い
と
い
う
側
面
に
焦
点
を
あ
て
る
か
、
対
象
が
近
く
な
い
と
い
う

側
面
に
焦
点
を
あ
て
る
か
に
よ
っ
て
、
指
示
詞
の
選
択
に
違
い
が
生
じ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ソ
系
列
と
カ
（
ア
）
系
列
が
重
な
り
あ
っ
て
、

観
念
指
示
の
用
法
を
持
つ
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
中
古
・
中
世
と
時
代
が
下
っ
て
い
く
中
で
、

ソ
系
列
と
カ
（
ア
）
系
列
双
方
の
指
示
対
象
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て

さ
ら
に
調
査
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
類
似
点
、
相
違
点
を
実
証
的
に
示
し

て
い
き
た
い
。

注　
　
（
１
）
堀
口
（
一
九
七
九
）
は
「
古
代
語
と
現
代
語
と
に
お
け
る
指
示
体
系
に

根
本
的
な
相
違
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
ソ
系
列
の
観
念
指
示
用
法
は
現

代
語
に
も
存
す
る
と
い
う
考
え
の
た
め
、
金
水
・
岡
﨑
・
曺
（
二
〇
〇
二
）

と
は
立
場
を
異
に
す
る
。

（
２
）
こ
れ
と
類
似
し
た
例
に
つ
い
て
、
金
水
（
一
九
九
九
）
は
、
ア
系
列
を

用
い
た
表
現
に
す
る
と
、
特
定
の
場
面
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
点
、

ま
た
、「
そ
の
節
」
と
い
う
表
現
の
定
形
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ソ
系
列
の

古
い
特
徴
を
残
す
表
現
と
し
て
現
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い

る
。 

（
３
）
例
文
は
、
上
山
（
二
〇
〇
〇
）
よ
り
引
用
。
＃
は
そ
れ
が
付
い
た
文
が

単
独
で
は
非
文
法
的
、
認
容
度
が
低
い
と
は
い
え
な
い
が
、
問
題
と
な
る
文

脈
を
考
慮
す
る
と
不
自
然
で
あ
る
こ
と
を
表
す
と
さ
れ
て
い
る
。

調
査
資
料

『
萬
葉
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

『
竹
取
物
語
』『
源
氏
物
語
』（
以
上
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
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参
考
文
献

井
手
至
（
一
九
五
二
）「
萬
葉
の
指
示
語
」『
萬
葉
』、
第
五
號
、
四
九
〜
五
七
頁
、

萬
葉
学
會

上
山
あ
ゆ
み
（
二
〇
〇
〇
）「
日
本
語
か
ら
見
え
る
「
文
法
」
の
姿
」 『
日
本
語

学
』、
一
九
‐
五
、
一
六
九
〜
一
八
一
頁

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
二
）「
指
示
副
詞
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
―
サ
系
列
・

ソ
系
を
中
心
に
」『
国
語
学
』、
五
三
‐
三
、
一
〜
一
七
頁
、
国
語
学

会

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
六
）「
感
動
詞
・
曖
昧
指
示
表
現
・
否
定
対
極
表
現
に
つ

い
て
―
ソ
系
（
ソ
・
サ
系
列
）
指
示
詞
再
考
―
」『
日
本
語
の
研
究
』、

二
‐
二
、
七
七
〜
九
二
頁
、
日
本
語
学
会

岡
崎
友
子
（
二
〇
一
〇
）『
日
本
語
指
示
詞
の
歴
史
的
研
究
』、
ひ
つ
じ
書
房

清
田
朗
裕
（
二
〇
〇
八
）「『
源
氏
物
語
』
の
地
の
文
に
み
え
る
カ
系
列
指
示
詞

に
つ
い
て
―
カ
ノ
Ｎ
・
ソ
ノ
Ｎ
の
対
照
か
ら
―
」『
国
語
国
文
研
究

と
教
育
』、
四
六
、
一
三
〜
二
七
頁
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
国
文
学

会

金
水
敏
（
一
九
九
九
）「
日
本
語
の
指
示
詞
に
お
け
る
直
示
用
法
と
非
直
示
用

法
の
関
係
に
つ
い
て
」『
自
然
言
語
処
理
』、
六
‐
四
、
六
七
〜
九
一

頁
、
自
然
言
語
処
理
学
会

金
水
敏
・
岡
﨑
友
子
・
曺
美
庚
（
二
〇
〇
二
）「
指
示
詞
の
歴
史
的
・
対
照
言

語
学
的
研
究
―
日
本
語
・
韓
国
語
・
ト
ル
コ
語
」
生
越
直
樹
編
『
シ

リ
ー
ズ
言
語
科
学
４　

対
照
言
語
学
』、
二
一
七
〜
二
四
七
頁
、
東

京
大
学
出
版
会

金
水
敏
・
田
窪
行
則
（
一
九
九
二
）『
指
示
詞
』
日
本
語
研
究
資
料
集
【
第
1

期
第
7
巻
】、
ひ
つ
じ
書
房

田
窪
行
則
（
二
〇
〇
八
）「
日
本
語
指
示
詞
の
意
味
論
と
統
語
論
―
研
究
史
的

概
説
―
」『
言
語
の
研
究
―
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
言
語
か
ら
の
視
座
―
』

語
学
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
六
号
、
三
一
一
〜
三
三
七
頁
、
三
省
堂

藤
本
真
理
子
（
二
〇
〇
八
）「
ソ
系
列
指
示
詞
に
よ
る
聞
き
手
領
域
の
形
成
」『
語

文
』、
第
九
〇
輯
、
四
〇
〜
五
三
頁
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

藤
本
真
理
子
（
二
〇
一
三
）「
仮
想
現
実
の
設
定
と
ソ
系
列
指
示
詞
―
古
代
日

本
語
を
中
心
に
―
」『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
』、
文
学
・
文
化
編
、

第
四
九
号
、
一
〜
八
頁
、
甲
南
女
子
大
学

堀
口
和
吉
（
一
九
七
九
）「「
そ
の
愛
し
き
を
外
に
立
て
め
や
も
」
考
」 『
山
邊
道
』、

二
三
、
一
〜
一
二
頁
、
天
理
大
学
国
語
国
文
学
会

付
記
・
本
稿
は
第
三
回
蛍
池
言
語
研
究
会
、
於
蛍
池
公
民
館
（
平
成
一
七
年
二

月
一
七
日
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。

（
ふ
じ
も
と
・
ま
り
こ　

本
学
特
任
研
究
員
）


